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森林表土を利用した緑化技術の開発 

久保満佐子＊ 細木大輔＊＊ 武田ゆうこ＊＊＊ 松江正彦＊＊＊＊ 
 

1．はじめに 1 

近年、外来種の逸出 1)や遺伝子攪乱 2)の問題を

背景に、地域性を考慮した緑化植物の取り扱いが

求められている。地域性の種子を個別に採取する

には労力が大きく、多様な種子を採取することは

困難である。これに対して、森林の表土に含まれ

ている植物の種子（埋土種子※）は採取が容易で、

埋土種子には地域性の多様な種子が含まれている。

このため、森林表土を利用した緑化工法（森林表

土利用工※）は、外来植物を利用した緑化の代替

工法として 3),4)、また生物多様性を創出する緑化

工法として活用することが期待されるものである。

したがって、本工法を実施するに当たっては使用

する表土に含まれる埋土種子の種組成と種子量を

簡易に把握する手法を明らかにする必要がある。

また、のり面属性の違いに応じた森林表土利用工

の導入方法も明らかにする必要がある。 
そこで本研究では、森林表土に含まれている埋

土種子の緑化資材としての可能性を把握するため

に、優占種の異なる森林の表土に含まれる埋土種

子の種組成と、異なる撒き出し時期により得られ

る種子数の違いを調べた。さらに、森林表土利用

工が施工されたのり面の植生を調べ、施工後初期

に定着する木本や植生に影響をおよぼす要因を考

察した。 

2．調査地および調査方法 

2.1 森林表土の採取 
森林表土の採取地は、広島県と香川県、兵庫県

にある森林である。広島県の森林はコナラが優占

する二次林（以下、コナラ林）、香川県ではアカ

マツが優占する二次林（以下、アカマツ林）、兵

庫県ではアベマキが優占する二次林（以下、アベ

マキ林）である。 
各採取地の林床で、落葉層を除いた表土（深さ

約5cm）を人力により採取した。コナラ林では、

──────────────────────── 
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2007年7月に20ℓの表土を採取し、アカマツ林で

は2007年2月に、アベマキ林では2007年3月に、

各40ℓの表土を採取した。  
2.2 森林表土の撒き出し 
 採取した表土は、種子を含まない市販の培養土

を敷いたプランターに、厚さ2cmほどに撒き広げ、

実生出現法5)により埋土種子を調べた。 
試験期間は既存の研究 4)を参考に1年間に設定

し、コナラ林の表土は2007年8月から2008年7月
まで、アカマツ林の表土は2007年2月から2008年
1月まで、アベマキ林の表土は 2007年 3月から

2008年2月まで、月に一度、発芽個体を同定し、

種と個体数を記録した。同定した個体はプラン

ターから除去した。プランターは全て、外からの

種子の侵入を防ぐため白色の寒冷紗で覆い、灌水

は適宜行った。 
2.3 施工のり面の植生調査  
 施工後初期に成立する植生を明らかにするため、

森林表土採取地の隣接地で森林表土の混合率を

10%、20%、30%に設定した森林表土利用工によ

る切土のり面の緑化を行った（以下、広島のり面、

香川のり面、兵庫のり面、表-1）。のり面で1m×

1mの調査区を5～10個設置し、施工当年から3年
目まで、各のり面に定着する木本個体数を調べた。 

さらに、施工後の年数が経過したのり面の植生

を把握することを目的として、森林表土利用工の

目標とする木本種による低木群落が成立したのり

面を調査地として加えた。調査地は、新潟県と山

梨県、京都府ののり面とした（以下、新潟のり面、

山梨のり面、京都のり面）。新潟のり面と京都の

り面は道路沿いであるが、小渓流に面した谷地形

にあり、山梨のり面は治山ダムの堰堤であった。

各のり面の植物群落高によって2m×2mと3m×

3mの調査区を各のり面で4～10個設置し、出現

する植物の種と被度を調べた。 
表-1 のり面の施工状況  

広島のり面 兵庫のり面

方位 南東 北 南 西北西
勾配 45° 32-40° 32-36° 34°

施工年月日 2006年7月 2007年3月2007年2月

香川のり面

 

特集：生物多様性の保全と社会資本整備 

※土木用語解説：埋土種子、森林表土利用工  
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表-2 採取地の埋土種子  

コナラ林 アカマツ林 アベマキ林
（広島） （香川） （兵庫）

表土採取時期 7月26日 1月中旬 2月中旬

撒き出し時期 7月26日 2月2日 3月2日

表土採取量 20ℓ 40ℓ 40ℓ

木本 合計
リョウブ 633 37 590 6
ヒサカキ 596 332 117 147
ツツジ科spp. 261 259 2
カラスザンショウ 164 164
クサイチゴ 38 38
シラカシ 33 33
ヌルデ 32 1 2 29
ヒメコウゾ 28 1 1 26
アカメガシワ 24 2 22
タラノキ 23 12 1 10
キイチゴ属spp. 20 1 19
ビロードイチゴ 13 13
キリ 13 2 11
ムラサキシキブ 13 13
ヤマハギ 11 11
ネムノキ 10 6 4
木本その他 30 12 18

草本
ヒメムカシヨモギ 75 14 1 60
セイタカアワダチソウ 59 12 2 45
カヤツリグサ科sp. 48 19 1 28
クズ 44 44
ベニバナボロギク 42 42
ヨウシュヤマゴボウ 36 34 1 1
オオアレチノギク 35 10 25
キク科spp. 24 8 16
メリケンカルカヤ 19 3 6 10
ハハコグサ 14 7 7
ヒヨドリジョウゴ 11 4 7
ガマ属sp. 10 1 9
草本その他 85 44 3 38

不明
999 37 790 172

合計種数 39 32 74

発芽数（個体/ℓ） 29.7 45.6 27.6

合計種数は不明の種を除き，コナラ林が20ℓあたり，アカマツ林とアベマキ林
が40ℓあたりの値を表す。

リョウブ
ヒサカキ

セイタカアワダチソウ
ヌルデ  

写真-1 森林表土から発芽した実生  

3．結果と考察 

3.1 埋土種子数 
表土1リットル当たりの発芽個体数は、コナラ

林の表土で29.7個体 /ℓ、アカマツ林の表土で45.6
個体 /ℓ、アベマキ林の表土で27.6個体 /ℓであり、

いずれからも多くの発芽が確認された（写真-1、
表 -2）。木本については、コナラ林の表土では木

本のヒサカキの発芽個体数が最も多く、次にリョ

ウブが多かった。アカマツ林の表土ではリョウブ

とツツジ科の仲間、ヒサカキが多く、アベマキ林

の表土ではカラスザンショウとヒサカキの発芽個

体数が多かった。 
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図-1 発芽個体数の季節変化  

 
森林の種類によらず、埋土種子は動物が食する

ことで散布される木本の種子（動物被食散布型種

子）や、風により散布される先駆性の木本の種子

（風散布型種子）が多いことが報告されている6),7)。

本採取地でも、動物被食散布型のヒサカキやカラ

スザンショウの種子や風散布型のリョウブの種子

が多かった。採取地の森林は優占樹種が異なるも

のの、埋土種子に多くの木本種を含み、埋土種子

は緑化資材として利用可能であることが示された。 
3.2 発芽数の季節変化 

1年間の発芽個体数を100％として、月毎の発

芽個体数の累積値の割合の変化を図-1に示した。

コナラ林の表土は、10月に木本と草本の合計の

発芽個体数は53％に達したが、その後11月から2
月に発芽個体数はほとんど増加せず、撒き出しか

ら8～10ヶ月後の3～5月に再び増加した。アカマ

ツ林の表土では、撒き出しから3ヶ月後の4月に

発芽個体数は 72％に達し、 5ヶ月後の 6月には

81％に達した。アベマキ林の表土では、撒き出

しから3ヶ月目の5月に発芽個体数は72％、5ヶ月
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後の7月に91％に達した。  
7月に撒き出したコナラ林の表土では、撒き出

し直後と翌春の2回にわたり発芽個体数が増加し

たのに対し、2月に撒き出しを行ったアカマツ林

の表土と3月に撒き出しを行ったアベマキ林の表

土では、撒き出しから5ヶ月の短期間で発芽個体

数が増加することが確認できた。本結果は、7月
（夏）よりも2月や3月（春）に表土の撒き出しを

行うことで、緑化後に表土から得られる可能性の

ある発芽個体を短期間で把握でき、その期間は半

年程であることが示唆された。 
3.3 施工のり面の植生 

施工のり面に定着した木本個体数を調べた結果、

木本個体数はのり面や調査年により著しく異なっ

た（図 -2）。広島のり面と香川のり面では木本個

体数は当初より少なく、一方、兵庫のり面では施

工当年に木本個体数が多かったが、3年目まで個

体数は減少した。兵庫のり面では10%区よりも

20%および30%区で木本個体数が多かったが、他

ののり面では差は確認できなかった。 
木本の個体数が少ない原因としては、夏施工の

ために埋土種子から十分な発芽が得られなかった

ことや、利用した表土にリョウブが多く、リョウ

ブはのり面に定着が困難であることなどが挙げら

れる。一方、兵庫のり面では施工後2年目にセイ

タカアワダチソウなどの外来草本が優占したため、

草本による被圧が木本個体数の減少した原因とし

て考えられる。 
 

 
表-2 低木群落が成立したのり面の優占種  

新潟のり面 山梨のり面 京都のり面

調査面積 2×2m 3×3m 3×3m
調査区数 10 4 6
平均群落高 1.8m 4m 2.6m
平均植被率 78% 75% 97%
平均傾斜 45度 26度 45度
方位 南西 北 北

優占種 ススキ ヤマハンノキ ヌルデ
タニウツギ フジウツギ アカメガシワ
タラノキ フサザクラ エゴノキ
ヤマハギ ニシキウツギ エノキ
クヌギ クマイチゴ リョウブ
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図-2 のり面の木本個体数の変化  

 

新潟のり面

山梨のり面

京都のり面

 
写真-2 低木群落が成立したのり面  
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 低木群落が成立した新潟のり面はススキと共に

タニウツギが優占し、京都のり面はヌルデやアカ

メガシワ、山梨のり面はヤマハンノキやフジウツ

ギが優占していた（写真-2，表-2）。3つののり面

は施工後3～5年ほどであり、地域により異なる

木本種により構成されていた。山梨と京都のり面

の方位は北向きであり、新潟のり面の方位は南西

であるが積雪量の多い地域であることから、3つ
ののり面は水分条件が比較的良好であることが考

えられた。さらに、3つののり面のある場所は河

川や渓流に面した谷地形であった。 
 森林表土利用工によって施工後年数の経過によ

り低木群落となった本調査地は、谷地形や北向き

のり面であり、湿性な条件であることが低木群落

の成立しやすい要因の一つであると考えられた。 

4．まとめ 

森林表土の緑化資材としての可能性を調べた結

果、採取地とした森林表土は多くの埋土種子を含

み、夏より春に撒き出しを開始する方がより短期

間で種子数を把握できることが明らかになった。

また、森林表土利用工により成立するのり面植生

は、埋土種子からの発芽に依存するが、施工のり

面の属性や施工時期、周辺環境などの影響を受け

る可能性が示唆された。森林表土利用工を導入す

る際には、施工後に成立する植生の予測を可能に

することが重要である。そこで、今後より多くの

事例からのり面属性と成立する植生の関係につい

て類型化を行い、森林表土利用工を導入する際の

のり面属性に応じた留意事項を検討していきたい。

また、外来草本が施工のり面で優占する事例が多

いことは、本工法の導入を困難にする一つの要因

でもある。これに対しては、外来草本が繁茂しに

くい施肥配合など、基盤条件についても検討し、

今後さらに森林表土利用工の開発を行っていく予

定である。 
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